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萬澤陽子『金融商品取引法違反の会社に対する法的な措置』
大槻文俊『独占禁止法違反の会社に対する法的な措置』
司会：定刻になりましたので､ これから専修大学法学研究所の ｢学生と市民のための公
開講座｣ 『法律学と政治学の最前線Ⅱ』 の第一回を始めます｡ 私は､ 司会進行を務めます
法学部の前川と申します｡ 最初に､ 法学研究所長の森川幸一教授より､ ご挨拶を頂きます｡
森川所長：皆様､ ようこそいらっしゃいました｡ 法学研究所長の森川です｡
まず､ 法学研究所について､ 簡単にご紹介いたします｡ 専修大学法学研究所は､ 1967
(昭和42) 年に設立されました｡ 長い歴史のある研究所です｡ 法学部と法科大学院の専任
教員を中心に､ 学外の客員所員と併せて約100人強の規模です｡ 日頃､ 研究会を開いたり､
シンポジウムを開いたりして研究の活性化を図ると共に､ その成果を紀要と所報というか
たちで公開しております｡ これまではどちらかというと ｢内向き｣ に､ 所員間での研究の
活性化に主眼をおいてやってきたのですけれども､ 前の所長の田口先生の時から､ 一般の
市民の方や学生の皆さんにも開かれたかたちでシンポジウムを行なおうということで､ 昨
年度来､ 公開市民講座としてこのような企画を実施しております｡ 昨年度はやはり三回行
ないまして､ 一回目は 『国境とは何か､ 国家とは何か』､ 二回目は 『日本警察の今昔』､ 三
回目は 『古典から学ぶ法制史』 ということで､ 様々な観点から法律学と政治学に共通する
話題を見つけて､ 実施致しました｡ 今回はこのシリーズのパートⅡの第一回となります｡
来週は第二回 『市民と国民』 としてドイツ法・比較法社会論の広渡清吾先生と政治理論の
深澤民司先生､ 更に12月12日に第三回目 『立憲と法治』 として憲法学の榎透先生と日本政
治思想史の菅原光先生､ それぞれの先生にご講演をして頂く予定になっております｡
本日は 『会社と社会 社会のなかの会社､ 会社からみる社会』 ということで､ この後､
経済法・競争法の大槻先生と商法の萬澤先生にご登壇頂きます｡ まずお二方のご報告を伺っ
た後で､ 活発な議論を行なうことが出来ればと思っております｡ それでは､ 長時間になり
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ますが､ よろしくお願い致します｡
以上でご挨拶とさせて頂きます｡
司会：公開講座の趣旨につきましては､ 今､ 森川所長のご挨拶にもあったとおりですが､
第一回の趣旨について､ 主催者の側から少しだけ前口上を申し上げます｡
実は､ コーディネーターとしてこの ｢会社と社会｣ というテーマを設定した際には､ 余
り深く考えておりませんでした｡ ｢会社｣ をひっくり返すと ｢社会｣ になる､ 上から読ん
でも下から読んでも ｢会社と社会｣ というのが面白いと思った程度という (笑)､ 甚だ無
責任なことでした｡ しかし､ 自画自賛になりますが､ その後これはなかなか奥が深い問題
だということに気が付きました｡ 日本で ｢会社｣ という言葉は遅くとも幕末維新期からあ
りますが､ 例えば福沢諭吉は ｢会社｣ を ｢社会｣ とほぼ同じ意味で使ったりもしています｡
外国語でみても､ フランス語で ｢会社｣ に当たる言葉はsoci・t・であって､ これはまさに
｢社会｣ の意味でもあります｡ またドイツ語のGeselschaftも ｢会社｣ の意味と ｢社会｣ の
意味を併せ持っています｡ ｢社会｣ をひっくり返して ｢会社｣ にする必要はありません｡
｢会社｣ と ｢社会｣ との関係は､ 時代によっても､ また文化圏によっても､ それぞれ違っ
ていて､ そこにそれぞれの時代､ それぞれの社会の特徴が表れているということです｡
｢会社｣ とりわけ株式会社は我々が今生活している資本主義社会の大動脈でありまして､
それをルール付けしている商法､ 金融商品取引法や独占禁止法などの法律を学ぶことは､
とりもなおさず資本主義社会の本質を学ぶことに他なりません｡ 会社不祥事のニュースが
近年も新聞の紙面を賑わしておりますが､ 今回のご報告をお聴きすることで､ それらの報
道に接した時に､ より深くそれらを理解出来るようになるのではないかと思います｡
まず萬澤先生に金融商品取引法の観点から､ 続いて大槻先生に独占禁止法の観点から､
こうした問題をめぐるご報告を頂き､ その後､ フロアの方々も含めてディスカッションに
移ることと致します｡ では､ 萬澤先生､ よろしくお願い致します｡
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